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2014 年 8 月 22 日 86 号 

 

「グループ中国だい好き」会報            

『中国だい好き』   
     我们很喜欢中国! 

Women hen xihuan zhongguo! 

 

 

2014 年 中国の魅力を知る講演会 第２回 

中国の老人問題について 
 

2014 年度の第 2 回講演会を下記の要領で行います。 

講師の宮秋道男氏（「NPO 法人 アジアンロード」理事長、「NPO 法人 くるめ・一歩の会」

会長）は「グループ中国だい好き」の創設者の一人（もちろん現会員）です。 

「中国だい好き」の創設は 1991 年ですが、当時（前年？）「中国映画祭」が開かれていた

池袋の映画館文芸坐で宮秋氏と故山本潔氏がばったりと顔を合わせ、既成の組織の枠にとら

われない、市民レベルでの新しい活動の場がほしいねと雑談を交わしたところから、会の結

成（ネーミングも含めて）への動きが始まったと聞きます。 

その宮秋氏がなぜ「中国の老人問題について」も取り組むことになったのか、講演会、そ

の後の懇談会の中で、いろいろとお話をうかがうことができるのが楽しみです。 

 

プロフィール：精神福祉士、社会福祉士。社会福祉学修士（日本社会事業大学大学院博士課

程前期卒業）の資格をもつ。著書に『大連の街角から』（IFCC 出版 1990）、共著に『社会

福祉士・スピードマスタ―』『精神福祉士・スピードマスター』（TAC 出版）、論文に「中国

出身のモンゴル人とつきあって」（軍縮 2008）、「コミュニティーソーシャルワーク」（2012

年第 8 号 中央法規出版）など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●代 表  内田知行 042-464-8858 

〒203-0034 東久留米市弥生 2-7-13 

●編集・発行グループ 

        内田知行   川村隆子 

       千田 茂   富岡幸雄 

●http://kuru2.genki.365.net/ (くるくる) 

●http://zuixihuan.exblog.jp/(ブログ) 

 

 

 

 

 

● 

  

―記― 

テーマ  中国の老人問題について 

講 師  宮秋道男氏 「NPO 法人 アジアンロード」理事長。「NPO 法人 

           くるめ一歩の会」会長 

日 時  10 月 12 日（日）13:00～15:00 

会 場  市民プラザ会議室 

懇談会  15:15～16:30 ひきつづき市民プラザ会議室で行います。 

その他 ・プロジェクターを使います。 

問合せ  川村隆子 042-471-3960  ronzi-886@kvp.biglobe.ne.jp 

 

     

http://kuru2.genki.365.net/
http://zuixihuan.exblog/
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2014 年 中国の魅力を知る講演会 第１回 

敦煌蔵経洞で発見された仏教絵画と 

人の頭を二つ持つ鳥の話 

 

６月22日（日）13:00より、西部地域センター講習室で、2014年度中国の魅力を知る第1回 

目の講演会が行われました。 

勝木言一郎先生（東京国立博物館学芸企画部企画課出版企画室長）が表題の二つのテーマ 

について、プロジェクターで大きくアップされた写真の全体の構図や、細部に描かれた絵柄

の意味を、ひとつひとつ丁寧に解説する形でお話をしてくださいました。 

 

冒頭、「この二つのテーマについて、まとめて映像を見ながら話をするのは最初で最後だ 

ろう」と先生からお話があり、出席者一同、思わず緊張感を覚えました。 

実はこの二つのテーマは、それぞれ上野の東京国立博物館のギャラリートークで一般向け 

に紹介されたのですが、その時の講師が勝木先生でした。 

 

「敦煌蔵経洞で発見された仏教絵画」についてお話をされるとき、先生はふだんのギャラ

リートークの時と同じく、東洋館‐TNM & TOPPANミュージアムシアターでパワーポイントを

使って解説をするように資料を準備されました。 

ところが、当日のギャラリートークはシアターでなく、実際の作品の前に立って解説をす

るというやり方で行われたため、先生が準備された資料が使われることはありませんでした。

（……冒頭の先生のお話の背景です） 

 

勝木先生のお話をうかがっていて、ふだん何げなく見ている1枚の絵の中に、じつは作者や、

彼が生きた時代の人々の生活の様子や、夢（死後の世界を含めて）の世界を読み取ることが

できる貴重な情報が描かれていることがわかりました。 

ワンカットの絵から得られる情報が、一つの論文のテーマになりえるのだということを初 
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めて知りました。 

 

講演中に、『東洋美術をめぐる旅』（東京国立博物館編 平凡社 2013）という本が回覧さ

れました。東京国立博物館が所蔵する約2万件の東洋美術の中から厳選された約1000件の展

示品を堪能することができます。 

 「楽の音が聴こえる シルクロードの美術」「大谷探検隊ものがたり――中央アジア探検の燃え

た僧侶」の二つを勝木先生が執筆し、ほかに「クチャ音楽の伝播」「オアシスの動物図鑑」と

いう二つの図版特集ページがあります。 

  

この「オアシスの動物図鑑」の中に、男女の顔をもつ共命鳥（ぐみょうちょう）、猿の顔を

もつ共命鳥の二つの共命鳥が掲載されています。東博にはもう１点、如来三尊仏龕（重要文

化財、中国陝西省西安宝慶寺）に彫られた、天人の顏をもつ共命鳥があります。 

 

東京国立博物館には、特別展の時には足を運ぶが、東洋館は素通りしてしまうという人が

多いと思います。でも、東洋館は参観者が比較的少ないため、落ち着いた雰囲気の中でじっ

くりと作品と向き合い鑑賞することができます。 

『東洋美術をめぐる旅』を手に、３点の共命鳥を探す旅に出てはいかがでしょうか。 

 
 
 
 

 

                                  福水 充江 

 

人の頭を持った魚や動物の写真はよく目にしますが、人の頭が 2 つもついた鳥の事は初め

て知りました。その鳥は極楽浄土に住むといわれて、頭が 2 つあります。身体は 1 つなのに、

決して同じ心を持ってはいないという不思議な謎の多い鳥……、その共命鳥のお話を勝木先

生が詳しく説明してくださいました。 

 

このお話の中で提婆達多（ダイバダッタ）の名前を聞き、むかし子供が小さかった頃見た

テレビドラマ「レインボーマン」の主題歌を思いだしました。 

川内康範作詞の「インドの山奥で 修行して 提婆達多の魂宿し 空に架けたる虹の夢…

…」という歌詞で、今でもはっきり思い出せます。でも提婆達多が何であるか、恥ずかしな

がら今まで解かりませんでした。 

提婆達多は釈迦の弟で、とても悪心が強く釈迦をいじめたということです。何の意味かわ

からず歌っていた歌の謎が解けたことにも感動しました。 

  

 

共
ぐ

命
みょう

鳥
ちょう

のお話を聞いて 
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「グループ 中国だい好き」は創立 23 年になります。創立当時、勝木先生は確かまだ院生

でいらして、奥様（初級 A 班の勝木節子老師）となる飯島さんと若さ輝くお 2 人に亡き山本

潔さんの直感が走り、陰でそれは楽しそうに婚活支援を始められたことが昨日のことのよう

に思い出されます。 

久しぶりに聞く先生のお話に時の流れを忘れ、想像上の鳥に思いを馳せたひと時でした。 

 

 

第５回 中国を食べ、日本を歩こう 

四川料理と台北・国立故宮博物院展 
 

                              長尾 圭介 

 

 半期成都の四川師範大学に語学留学し７月３日に帰国しましたが、中国だい好きが７月６

日、“第５回中国を食べ、日本を歩こう”として池袋西口の「逸品火鍋」で四川料理を食べ、

その後上野の「東京国立博物館」に行き台北・国立故宮博物院展を見学する会を開催しまし

たので、私も参加しました。 

  

 中華料理（中国菜）は地域性が強く（八大中華料理：山東、江蘇、浙江、安徽、福建、広

東、湖南、四川）、また調理方法や味付け(南甜北咸東酸西辣：南方は甘く、北方は塩辛く、

東方は酸味が強く、西方は辣い)が違います。 

 

喜辣（唐辛子が好き）な地域は四川、湖南、貴州の三地域ですが、四川麻辣、湖南鮮辣、

貴州酸辣と言われ、料理の仕方と味が違います。四川料理は麻辣つまり舌がピリピリ痺れる

ように辛いのですが、山椒の実と唐辛子は調味料として使います。一方、湖南料理は鮮辣つ

まり唐辛子そのものを素材として使います。どちらも強烈に辛いです。 

  

四川料理は中国でも最も多く食べられている料理で、麻婆豆腐、回鍋肉、棒棒鸡、鱼香肉

丝等日本でもなじみ深い料理です。油を多く使い、たっぷり唐辛子を入れたのが特徴です。  

本場成都の四川料理は殆ど辛いのですが、唐辛子を大きく切って入れた料理は、注文する

ときに唐辛子の量を少なくしてもらえば我々日本人の口に合います。しかし、麻婆豆腐等の

粉唐辛子を入れた料理は調節が難しいようですので要注意です。 

ただ、麻婆豆腐も一皿２０元の料理は余り辛くなく、ご飯と一緒に食べられますが、６０

元から８０元の料理はとんでもなく辛かったです。どうも山椒の実と唐辛子は産地や品質に

より味と値段が違うようですので、店ごとの味の違いは、先ず行って食べてみないと何とも

言えません。 

池袋「逸品火鍋」の料理人は中国人ですが、予め辛くない味付けを頼んでありましたので、

我々日本人の口に合う本場の四川料理で、大いに堪能しました。 
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台北・国立故宮博物院の貯蔵品は、北宋八代の徽宗、清の四代康熙帝、五代雍正帝、六代

乾隆帝を中心とした宋、元、明、清の皇帝コレクションであり、当代第一級の美術工芸品で

す。 

書画類は知識のない私には猫に小判でしたが、西周の銅器、北宋汝窯の青磁、清朝景徳鎮

の壺、瓶等の陶磁器は素晴らしいの一言です。一番人気の「翠玉白菜」は展示が別会場で、

しかも二時間待ちでしたので残念ながら今回は見ていません。 

９月 15 日までやっていますので、もう一度行ってみたいものです。 

 

 

名前よりも中身 
                                  

竹山 三郎 

 

五月から会話班に入りました竹山です。趣味はテニス、菊の盆栽、そして料理と言ったと

ころでしょうか。よろしくお願いいたします。 

 

“中国だい好き”という会に関しましては数年前からネットで見ておりまして、中国から

の旅行レポート、留学記、日本でのレストランめぐり等の記事を見て面白いなと思っており

ました。 

私は 2008 年までしばらくの間、仕事の関係で中国にいたものですから、そういえばそん

なこともあったなあと懐かしい気持ちで旅行記等を読ませていただいておりました。ただ会

の名前が名前だけに、昨今の情勢から考えると、ちょっと入りにくいなと思っておりました。 

 

ところで、日本に帰った頃は、日常会話くらいは不自由しない程度の中国語はできたはず

なのですが、6 年の歳月が流れますと、頭の中の中国語領域の部分がほとんど空白になった

ようで、これはまずいぞと思い、会話班に入れていただきました。 

今は金野先生のご指導と会話班の皆様との会話、NHK の“まいにち中国語”、そして昔中国

で勉強した資料で復活を図っておりますが、“道、未だ遠し”でございます。まあこれは年

齢の部分もありますので、あせらず休まずに続けていこうと思っています。 

   

さて、中国料理の食べ歩きには興味を持ってお

りました。今回は池袋の四川料理店“逸品火鍋”

さんでしたが、美味しかったですね。冬には火鍋

を食べに行ってみようと思っています。個人的に

は、時々、同じ池袋北口にある東北料理の“永利”

さんに行くのですが、四川の味付けも懐かしく感

じました。  



- 6 - 

 

 

家でも時々トマト（櫛切り）と黄瓜（薄切り）に中華鶏スープの素を加えて卵と炒めたり、

ジャガイモの千切りを酢を入れた熱湯にくぐらせ、すぐにあげてトウガラシの輪切りととも

に炒めた物、あさりの豆板醤炒め、冬瓜とあさりのスープ中華風味等々を自己流で作ってお

ります。 

それから、殻付きピーナツを塩茹でし、八角と中華醤油で香りを付けたもの、また枝豆を

同様に茹でたものも美味しいですね。 

日本での中華料理食べ歩きでは、お腹を壊す心配もあまりないと思いますので、また色々

と食べ歩きに参加したいと思っています。もう少し涼しくなれば、中国酒とともに楽しむの

も良いのではないでしょうか。 

 

講演会は一昨年の“現代中国学生事情”と今年の“敦煌共命鳥……”を楽しく聴かせてい

ただきました。普通では聞けないような内容で面白いですね。このような訳で、会の名前に

は若干の？と恥ずかしさを感じるところもあるのですが、名前よりも中身ということで、現

在楽しく参加させていただいております。 

 

 

 

 

 

お知らせ 

①  靳明全重慶師範大学教授との交流会 

９月２日（火）10:00～12:00  生涯学習センター 集会学習室３ 

       12:15～14:00  交流会 華屋与兵衛（予定） 

  昨年７月に「現代中国学生事情――現在の中国大学生に見られる五つ 

  のタイプ――」、本年２月に「現今の中国老人、退職後の３種類の暮 

  らし方――重慶地区を例として――」のテーマで講演をしてくださっ 

  た靳明全先生が、現在大学の夏休みを利用して来日されています。 

  「中国だい好きのみなさんとぜひ交流したい」とのご希望があり、会 

話 AB 班の授業に参加してもらい、12:15 から昼食をとりながら交流会 

を持ちたいと思います。 

他のクラス、一般会員のみなさんもどうぞご参加ください。 

②  中国語教室会員の全体懇親会 

    ９月６日（土）16:00～17:45  華屋与兵衛 

   本年の当番は会話班。補助 1,000 円あり。 

   問合せ・締め切り 9 月 2 日(火)  橋場 090-8510-7444    

③  勝木言一郎先生（東京国立博物館学芸企画部企画課出版企画室長）の講 

演会 

10 月 2 日（木）11:00～12:00  東京国立博物館東洋館 

   テーマ  「楽の音が聴こえるシルクロード」 


